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主 な 記 事 

１ 平成２９年度 第１次旅団訓練検閲 

２ 第５音楽隊 第４５回定期演奏会 

３ 鹿追地区において旅団長防衛講話を実施 

４ 第５旅団地区各駐屯地で修了式を実施 

５ 記念行事のお知らせ 

６ 帯広地本援護課等紹介 

  実戦的環境下における検閲実施 

 第６普通科連隊(連隊長 川村１佐)は、６月２
日(金)から７日(水)までの間、然別演習場及び上
富良野演習場において平成２９年度第１次旅団訓
練検閲を受閲しました。 
 本訓練検閲は、「分隊戦闘射撃」「陣地攻撃」
を検閲課目とし、２日、然別演習場で分隊戦闘射
撃を実施。雨の中、分隊長は部隊を射撃と運動の
連携により勇猛果敢に躍進、実弾を的に集弾させ
成果を収めました。 
 翌３日からは、上富良野演習場に部隊を機動さ
せ、交戦訓練装置Ⅱ型を使用した実動訓練に移行
しました。増強第６普通科連隊は、連隊長を核心
とし、極めて実践に近い環境で行われた訓練検閲
を第５旅団長(正木将補)の要望事項、「有機的な
指揮幕僚活動を実践せよ」「基本・基礎の徹底に
より、戦場を生き抜き任務を完遂せよ」「安全管
理及び武器・弾薬の厳正な管理を徹底せよ」を具
現化すべく、綿密な作戦会議、火力調整会議を実
施し、情報と火力を連携させるとともに、全隊員
一丸となり任務に邁進、特科部隊や戦車部隊など
と組織化された戦闘力で敵陣地に攻撃を繰り返し
、多くの教訓・成果を獲得して本運連検閲は終了
しました。 
  

情報小隊の潜入開始 

作 戦 会 議 

９０式戦車と協同し敵陣地に迫る 

施設作業小隊による地雷原処理 

リアルタイムで状況を確認する統裁部 敵 情 を 報 告 戦車部隊との協同した攻撃 

分隊戦闘射撃 

迫撃砲による火力支援 

 第５旅団（旅団長 正木将補）は、５月３１日 

(水)から６月７日(水)までの間、然別演習場及び

上富良野演習場において、平成２９年度第１次旅

団訓練検閲を実施しました。 

 検閲は、然別演習場において戦闘準備の確認を

実施後､分隊戦闘射撃を実施して部隊の射撃練度を

評価、その後、上富良野駐屯地に移動し、第２師

団が担任する近接戦闘訓練（ｉ－ＴＥＳＣ）参加

のための諸準備を整え、増強第６普通科連隊の実

動検閲に移行しました。 

 本検閲は、レーザー光線を使用し実際的な損耗

が隊員個々に付与される交戦訓練装置Ⅱ型を使用

して、極めて実戦に近い環境で行われ、統裁部は､

モニターにリアルタイムに表示される部隊行動に

ついて一つひとつ確認しながら、陣地攻撃の行動

について評価しました。 

 第６普通科連隊の隊員は、常に敵を意識しつつ､

積極果敢な攻撃を繰り返し、多くの教訓・成果を

獲得し本検閲は終了しました。 

  ～平成２９年度 第１次旅団訓練検閲～ 
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連 隊 第 １ 次 射 撃 野 営 

３ ０ 年 ぶ り北見市 で開催 
第５音楽隊 第４５回定期演奏会 

 第５旅団(旅団長 正木将補)は、６月３日(土)、
昭和６３年以来３０年ぶりに北見市において、第５
音楽隊（隊長 鍋澤１尉）第４５回定期演奏会を開
催しました。 

 当日は、演奏会を心待ちにした市民が開演前から
長蛇の列を作り、北見市民会館大ホールは、招待者
を含め１１００名を超える観客で埋め尽くされまし
た。 
 北見市は、昨年の台風により甚大な被害を被った
ことから、本演奏会は「飛翔 共に未来へ」をテー

マに、地域の皆様に音楽を通じて勇気と感動を与え､
復興の一助になればとの思いを込め、吹奏楽の名曲
を２部構成でお届けしました。 
 プログラムには、北見市民に馴染みの深い、北見

吹奏楽団のために作曲された「暁光（ぎょこう）の
幻」やゲームでお馴染みの「ファイナルファンタジ
ー・メドレー」など全１４曲を披露し、演奏終了後
は、拍手と喝采で場内が包まれました。 
 観客からは「クオリティーの高さに感動した。」
「自衛隊が身近で演奏していることを初めて知りま
した。」「音楽隊に入りたい。」など多数の声が寄
せられ、音楽を通じて自衛隊に対する親近感の醸成
と理解を深め、盛会のうちに幕を閉じました。 

どっこいしょ！ 
 アンコールのソーラン節で会場は大盛り上がり 

帯広地本キャラクターも登場し 

自衛隊をアピール 

迫力ある演奏で観客を魅了する音楽隊 

隊長 鍋澤１尉 

更なる地域との連携を目指して 

 鹿追地区自衛隊協力会連合会（会長 山岸宏氏）は
、６月１５日鹿追町民ホールにおいて同会の定期総会
を開催した。総会終了後、同ホールにおいて第５旅団
長（正木将補）による防衛講話が実施された。 
 鹿追駐屯地警備地区五町（代表 鹿追町長 吉田 
弘志氏）及び鹿追地区自衛隊協力会連合会の共催で行
われた防衛講話は「我が国周辺諸国の情勢と日本の防
衛」と題され、周辺諸国の軍事状況及び自衛隊の将来
体制についてわかり易く説明し、鹿追町長をはじめ、
鹿追地区自衛隊協力会連合会、西北部十勝自衛隊家族
会連合会、鹿追自衛隊退職者雇用協議会、各町の有識
者等、約１５０名の聴講者は熱心に耳を傾けていた。 

 第５旅団は、６月１５日（木）鹿追町民ホール
において、旅団長(正木将補)の防衛講話を実施し
ました。 
 本講話は、鹿追駐屯地警備地区５町(代表 鹿追
町長 吉田弘志氏)及び鹿追地区自衛隊協力会連合
会(会長 山岸宏氏)の要請に基づき実現したもの
で、「我が国周辺諸国の情勢と日本の防衛」を演
題として、旅団長から我が国周辺諸国の情勢、自
衛隊の役割と陸上自衛隊の対応、北部方面隊の防
衛態勢等について、わかり易く説明しました。 
 本講話を通じ、駐屯地警備地区５町の首長、議
会議長をはじめ協力会、家族会、自衛隊退職者雇
用協議会の自衛隊協力関係者等約１５０名の参加
者は、時折、メモを取るなど熱心に耳を傾け、国
防に対して更に関心を高めて頂くとともに、自衛
隊・旅団との連携の重要性について理解を深めて
頂きました。 

～鹿追地区において旅団長防衛講話を実施～ 
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佐野 潤樹 
第４普通科連隊教育隊 

出身：士幌町 

年齢：２３歳 

教育を受けた隊員に質問してみました！ 

★教育中の思い出は？ 
 着隊日です。今でこそ全員が
仲良しですが、当時は全員が初
々しくソワソワした感じで、今
でも忘れられません。 
 
★自衛官としての抱負は？ 
 心身共に鍛え、誰の目から見
ても「立派だな」と思ってもら
える自衛官になりたいです。 

★教育中の思い出は？ 
 課業外に同期生と語り合った
ことや、訓練の際に助け合いこ
の教育を乗り切ったことは、忘
れられません。 
 
★自衛官としての抱負は？ 
 精強な自衛官になりたいです｡ 

柴崎 巧也 
第６普通科連隊教育隊 

出身：釧路町 

年齢：１８歳 

金盛 快 

第27普通科連隊教育隊 

出身：釧路市 

年齢：１９歳 

Q＆A 

 写真については、脱帽で、歯が
見えるくらいの笑顔のものをお願
いします。 

例 例 

はばたけ未来へ！ 
    ～第５旅団地区各駐屯地で修了式を実施～  

 第５旅団は、６月２４日(土)釧路駐屯地において一般陸曹

候補生課程前期修了式を、６月２５日(日)美幌・帯広駐屯地

において自衛官候補生修了式を挙行しました。 

 修了式は、各駐屯地ともに多数のご来賓の臨席を賜り、ご

家族の見守る中、厳粛かつ盛大に行われました。 

 約３ヵ月間、自衛官として共通 

的に必要な知識と技能を修得した 

隊員達は、今後、指定された各職 

種部隊に分かれて、それぞれ専門 

的教育を受けます。 

 はばたけ若人！未来に向けて！ 

名前 ：  金盛 快 

出身 ：  釧路市 

年齢 ：    １９歳 

「教育中の思い出は？」 

課業外に同期のみんなと語り合ったり、訓練な
どの助け合いで、乗り切れたことは忘れられま
せん。 

「自衛官としての抱負は？」 

精強な自衛官になりたいです。 

★教育中の思い出は？ 
 教育期間の全てが良い思い出
です。仲間と過ごした時間全て
が、自分にとってかけがえのな
いものでした。 
 
★自衛官としての抱負は？ 
 国民の皆様にいつでも寄り添
い、支えられるよう、強く逞し
い自衛官になります。 

記 念 行 事 の お し ら せ 

美幌駐屯地及び釧路駐屯地の創立記念行事が開催されます。 

皆様のお越しをお待ちしております。 

■美幌駐屯地■ 
 市中パレード：７月１５日（土）午後１時３０分から 

 創立記念行事：７月１７日（月）午前９時から午後３時 

  お問い合わせ先 美幌駐屯地広報班 

          ℡０１５２－７３－２１１４（内線２８１） 

■釧路駐屯地■ 
 町中パレード：７月２２日（土）午後１時３０分から 

 創立記念行事：７月２３日（日）午前９時から午後３時 

  お問い合わせ先 釧路駐屯地広報班 

      ℡０１５４－４０－２０１１（内線２０５・２０６） 

 家族との記念写真（釧路駐屯地） 会食（美幌駐屯地） 

修了式（帯広駐屯地） 
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帯広地本 援護課等紹介 

帯 広 地 本 援 護 課 

援 護 課 長 
防衛事務官 山本 憲 

第５旅団ホームページ 

第 ５ 旅 団   検 索  

各種イベントや部隊の紹介、過去の「ひがし北海道だより」など 

情報盛りだくさん！ ぜひ！クリックを！！ 

道東地域援護センター長 
３陸佐 大橋 透 

道東地域援護センター 

帯広市西１４条南１４丁目４ 

平成２９年度 
広報官競技会でスキルアップ！ 

 自衛隊帯広地方協力本部（本部長 
弓場１佐）は、６月１２日（月）募集
業務開始を前に広報官競技会を開催し､
スキルアップを図りました｡ 
 競技会は、「家庭訪問」及び「教員･
学生に対する募集広報」における募集
説明を想定し、募集対象者、父母、教
職員等に対する募集広報要領を競いま
した｡ 
 競技は、各事務所の代表広報官６名
（各種目３名）で競われ、競技会に向
けた錬成の成果及び自らの持つ経験や
知識を最大限に駆使した募集広報要領
を披露しました。 

  教員・学生に対する 
  募集広報の部 
優勝 十勝地区隊  
伊折 和己 ２陸曹 

          
 
          帯広地本援護課は、第５旅団警備隊区と同じ地域における就職援護業務及び予備自衛官等業務を 
         行っております。 
          昨年度の就職援護業務においては、援護希望者に対する再就職先決定率１００％を達成すること 
         ができました。 
          昨今の雇用情勢は、有効求人倍率の改善等、企業が人材を欲するこの機会を捉えて、帯広地本に 
         おきましては、退職自衛官の有用性の理解促進、新規企業開拓及び処遇改善を引き続き働きかけて 
         いきます。 
          昨年度の予備自衛官等業務においては、即応予備自衛官の採用及び予備自 
自衛官の充足数並びに出頭率の各種目標を達成することができました。 
 即応予備自衛官の勢力確保については、予備自衛官から即応予備自衛官への志願勧誘及び退職 
自衛官の即応予備自衛官への掘り起こしを勧めていきます。 
 今年度も皆様方のご支援・ご協力の程よろしくお願い致します。  
         

 
 
                 日頃、退職自衛官の就職の援助に関しまして、皆様から多大なるご理解・ご協力をいただき、あ 

          りがとうございます。昨年度道東地域援護センターにおいては、帯広、釧路、美幌、別海、鹿追の 

          各分室等を通じて若年退職者９９名、任期制退職者４６名の就職を援助することができ、援護決定 

          率１００％を達成することが出来ました。 

           援護センターでは、主に自衛隊退職予定者（定年制・任期制等）の就職の援助、援護協会と連携     

          した企業への就職情報提供など、就職の援助の窓口となっております。 

           自衛官は、わが国の防衛をはじめとする、さまざまな任務を遂行するため 

          日夜、職務と教育訓練に従事しています。さらに、管理者・監督者・実務者 

などそれぞれの立場で能力を身に付け、再就職先で力を発揮しています。今年度についても若年定 

年者約９０名、任期制退職者約３０名程度の就職の援助を実施します。昨年度に引続きましてのご 

支援・ご協力のほどをよろしくお願い致します。道東地域援護センターは、本年度５月から新たに 

帯広駐屯地内厚生センター北側にリニューアル致しました。帯広駐屯地にお越しの際はぜひお立ち 

寄りください。    帯広駐屯地内 

家庭訪問を想定 
した募集広の部 

優勝 北見地域事務所 
中村 雄介 ２海曹 


